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と

し
て

の
清
岩
里
土
城
を
考
え

て

み
た

い
。

な
お
、
清
岩
里
土
城

は
、
地
名

の
改
定

に
よ
り
現
在
は
、
清
岩

洞
土

城
と

よ
ば
れ

て
い
る
が
、
本
稿

で

は
、
便

宜
上
、
清
岩
里
土
城

の
名

を

使
用
す

る
(訂
3
)。

2

.

平
壌

に

お

け

る

高

句

麗
都

城

の

調

査

研

究

略

史

清
岩
里
土
城
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
平
壌
に
お
け
る
高
句

麗
都
城
に
関
す
る
調
査
研
究
史
の
概
略
を
み
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
総
督
府
時
代
の
調
査
研
究
を
み
よ
う
。

関
野
貞

(
一
八
六
八
～

一
九
三
五
)
は
、
高
旬
麗

の
前
期
平
壌
城

(
四
二
七
～
五
八
六
)
を
構
成
す
る
山
城
と
し
て
大
城
山
城
と
セ

ッ
ト

に
な
る
王
宮

の
所
在
す
る
平
地
城
と
し
て
当
初
、
安
鶴
宮
遺
跡
を
あ
げ

た
証
4
)。
し
か
し
、
後
に
、
安
鶴
宮
遺
跡

の
瓦
の
年
代
は
高
句
麗
末
に

降
る
と
し
て
、
新
た
に
清
岩
里
土
城
を
王
宮
遺
跡
と
し
て
推
定
し
直

す
。
清
岩
里
土
城
内
に
は
、
礎
石
が
残
り
、
瓦
も
散
布
し
て
い
た
。
特

に
土
城
内
東
よ
り
と
西
よ
り
に
は
瓦
が
多
量
に
散
布
し
て
い
る
箇
所
が

あ
り
、
関
野
は
王
宮

の
跡
と
推
定
し
た
も

の
の
発
掘
に
は
至
ら
な
か

っ

た
詮
5
)。
な
お
、
関
野
以
来
現
在
ま
で
、
大
城
山
城
に
関
し
て
は
王
都

の
背
後
の
逃
げ
城
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
異
論
は
で
て
い
な
い
。

清
岩
里
土
城
に
た

い
す
る
最
初

の
発
掘
調
査

は
、
関
野

の
没
後
、

一
九
三
八
年
に
土
城
内

の
東
よ
り
で
実
施
さ
れ
、
寺
院
跡

(清
岩
里
廃

寺
)
を
検
出

し
た
結

果
、
関
野

の
説
を
否
定
す
る
形
と
な
る
(討
6
)。

そ

の
後
、
清
岩

里
土
城
と
王
宮
と

の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
は
進

展
し

な

い
ま
ま
解
放
を
迎
え

る
。

次

に
解
放
後

の
調
査

研
究

の
状
況
を
み
る
。

解

放
後

、

こ

の
地
域

の
調
査

は
朝

鮮

民
主
主

義
人

民
共

和
国

(以

下
、
北
朝
鮮
と
略
す
)

の
手

に
う

つ
る
。
大
城

山
城
と

セ

ッ
ト
を

な
す

平
地

の
王
宮

に

つ
い
て
、
北
朝
鮮

の
学
界

で
は
、
か

つ
て
関
野
が
否
定

し
た
安
鶴
宮
遺

跡
と
す

る
見
解

を
打
ち

出
し
た
(註
7
)。

こ
れ

に
と
も
な

い
、
清

岩
里
土
城
は
、
王
都
を
防
衛
す

る
城

の
ひ
と

つ
と
す

る
位
置
づ

け
に
か
わ
る
。
安
鶴
宮
遺
跡

は
、
そ
の
後
、
大
城
山
城
と
と
も

に
発
掘

調
査

さ
れ
た
が
、

こ
の
見
解

に
変
更
は
な

い
詮
8
)。

安
鶴
宮
遺

跡
を
前
期
平
壌
城
王
宮
と

み
る
説
は
北
朝
鮮

で
は
定
説
と

な

っ
て

い
る
が
、

韓

国
、
中

国
、
日
本

の
研

究
を

み

る
と
、
国

に
よ

り

、
研
究
者

に
よ
り
見
解

の
相
違
も
著
し

い
(註
9
)。

3
.

清

岩

里

土

城

に
関

す

る

調

査

研

究

の

成

果

解
放
後
、
清
岩
里
土
城
に
関
し
て
は
、
土
木
工
事

に
と
も
な
う
遺
物

の
発
見
藷
m
)以
外

に
は
、
ほ
と
ん
ど
情
報
が
な
か

っ
た
が
、
近
年
、

土
城
に
か
か
わ
る
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
城
壁
の
構
造
を
明
ら
か
に
し

た

ほ
か
、
土
城
内

の
建
築

趾

の
発
掘
な
ど

の
成
果
を
報
告
し
て

い

る
詐
n
)。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
こ
う
し
た
近
年
の
調
査
成
果
を
含
め
、
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れ
、
南

辺

に
は
ま

っ
た
く
確

認

し

て

い
な

い
。

城
門
趾

は

「西

門
趾
」

[
北
門
趾
」

」東

門
趾
」

の
3
か
所

を
表
示
す

る
。
そ

の
ほ
か

で
は
、
土

城
内
に
3
か
所

、
お
よ
び

「
東
門
趾

」
を
出
た
す
ぐ

の
と
こ
ろ
2
か
所
、

合
計

5
か
所

に
礎

石

の
所
在
を
黒

丸

で
示
す
。
礎

石

の
個
数
が

一
個

で

あ

る
の
か
、
複
数

な

の
か
は

一
九

二
九
年

の
図
で
も

、

一
九
四
〇
年

の

図

で
も
記
載

が
な

い
。
こ
こ
ま

で
は
、

一
九

二
九
年

の
図
と
内

容
は
同

一
で
あ
る
。

瓦
散
布
地
域

・
寺
院

趾
発
掘

一
九
四
〇
年

の
図

で
は
、
発
掘

し
た

「
清
岩
里
廃
寺
」

の
遺
構
図
を

図
示
す

る
と
と
も

に
、
新

た
に

「
古
瓦
散
布
地
域
」
と

し

て
4
か
所
を

ド

ッ
ト
で
示
す

(図

2
、

A
～

D
を
付

し
た

4
箇
所

の
円

の
範

囲
)
。

一
九

二
九
年

の
図

の
備
考

欄

に
は

、
一
城
趾
内

ニ

ハ
高
勾

麗
時
代

及
高

麗
時

代

ノ
瓦
片
散

在

ス
」

と
あ

り

、

こ
れ
を

視
覚

化

し
た

こ
と

に
な

る
。
清
岩
里
廃
寺

の
場
所

は
、

こ

の
う
ち

C
に
あ
た
り

、
か

つ
て
関
野

が
王
宮

に
推
定

し
た
場
所

で
あ
る

。

採
集
瓦
集
成

総
督
府
時
代

に
は
、
こ

の
よ
う

な
調
査

の
ほ
か
に
、
採
集

瓦

の
集

成

が
あ
る
。

一
九

二
九
年
発
行

の

『高

句
麗
時
代
之
遺
蹟

上
冊
』

に
は
、

清
岩
里
土
城

に
か
か
わ
る
と
み
ら

れ
る
多

数

の
採
集
瓦
を
収
録
す
る
。

採
集

地

の
情
報

と

し
て
、
「
清
岩

里
」
な
ど

地
名
を
付

し

て

い
る
瓦

は
、
清
岩
里
土
城

に
か
か
わ
る
瓦

で
あ

ろ
う

(詔
-4
)。

(
二
)
解
放
後

の
調
査
研
究

解

放
後

の
北
朝
鮮

に
よ
る
調
査

は
、
上
記

の
総
督
府
時
代

の
成

果
に

新

た
な
情
報
を
付
け
加
え

て

い
る
。

そ

の
主
な
も

の
を
あ
げ

る
と

、
ま
ず

、

一
九

五
八
年

、
土
城
付
近

か

ら
、
土

木
工
事

中

に
金

銅
製

の
透

か
し
彫

り
金
具

な
ど

の
発
見

が
あ

る
(註
15
)。
詳

細

な
出

土

状
況

が

不
明
確

で
、

土
城

と

の
関

わ
り

は

不

詳

で
あ
る
。
次

に
、

一
九
九

八
年
以
降

に
公
表

さ
れ
た
土
城
自
体

に
か

か
わ

る
発

掘

の
報

告

(誌

)に

よ

っ
て
、
城

壁
構

造
、
土

城
内

の
建

物

趾

、
な
ど
を
記
述
す

る
。

土
城

の
規
模

土

城

の
規
模

に

つ
い
て
は
、
詳
細
な
数
値

の
記
述
が
あ
り
、
周
長
約

3
4
5
0

メ
ー
ト

ル
、
北
城
壁

(北
門
～
東
門
)
が
約

7
0
0

メ
ー
ト

ル
、

東

城
壁

(東

門

～
酒
岩

山

)
が
約

6
0
0

メ
ー
ト

ル
、
西

城
壁

(
北

門

～
西

門
)

が

約

6

5
0

メ
ー
ト

ル
、
南

城
壁

が
約

1
5

0
0

メ
ー
ト

ル
と
す
る
。
刷
南
城
壁
」

は
、
■
南
辺
」

の
意
味

で
あ
ろ
う

。

城
壁

の
規
模

・
構

造

・
変
遷

城
壁
自
体

の
規
模
は
、
元
来

の
様
相
を
比
較
よ
く
残
す
北
門
付
近

で
の

状
況

の
記

述
が
あ

る
。

そ
こ
で
は
城
壁

の
内
側

で
の
高
さ
約

拓
メ
ー
ト

ル
、
外
面

の
高
さ
約
5
メ
ー
ト

ル
、
上
部
の
幅
ー
メ
ー
ト

ル
程
度
、
基
底

部

の
幅
が
約
17
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。

城
壁

の
調
査

で
は
、
城
壁

の
構
造
、
変

遷
に
か
か
わ
る
重

要
な
知
見
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こ
の
高
麗
時
代

の
遺
構
を
考
え
る
際
に
、
た
だ
ち
に
想
起
す
る

の

は
、
城
内
か
ら
か
つ
て
発
掘
さ
れ
た
高
句
麗
時
代
の
寺
院
趾

(清
岩
里

廃
寺
)
に
は
、
重
複
し
て
高
麗
時
代
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

と

の
関
連

で
あ

る
(註
-9
)。
大
き
く
見
れ
ば
、
こ
の

「
西
部
地
域
建
築

趾
」
も
、
こ
の
高
麗
時
代
の
寺
院
と
の
関
係
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
遺
構

で
あ
ろ
う
。

城
壁
の
築
造
年
代

清
岩
里
土
城
と

い
う
際
に
、
城
壁
の
み
を
さ
す
狭
義

の
場
合
と
、
城

壁
と
城
壁
で
か
こ
ま
れ
た
範
囲
を
さ
す
広
義

の
用
法
が
あ
り
う
る
。
こ

こ
で
は
、
城
壁
自
体

の
築
造
年
代
を
考
え
る
。

上
に
み
た
よ
う
に
、
解
放
後

の
発
掘
に
よ
り
、
城
壁
構
造
が
明
ら
か

に
な
り
、
土
城
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
初
築
が
古
朝
鮮
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
出
土
遺
物
に
よ
る
。
北
門
付
近

と
、
城
内
の
発
掘
、
試
掘
過
程
で
、
青
銅
器
時
代
か
ら
古
朝
鮮
時
代
の

遺
物
が
で
て
い
る
こ
と
、
城
壁

の
う
ち
、
下
層
城
壁
か
ら
は
高
句
麗
時

代
の
遺
物
が
で
な

い
が
、
上
層
城
壁
か
ら
は
、
赤
色
の
高
句
麗
瓦
が
出

土
す
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
城
壁
か
ら
高
句
麗
時
代

の
遺
物
が
出
土
し
な
い
こ
と
は
、

そ
の
城
壁

の
築
造
が
高
句
麗
時
代
以
前
と
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な

い
、

と
考
え
る
。
現
時
点
で
は
築
造
年
代
が
高
句
麗
時
代
よ
り
さ
か
の
ぼ
る

と
す
る
確
実
な
考
古
学
的
資
料
は
無

い
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

城
壁

の
年
代

に
関
わ

る
資
料
と

し

て
は
瓦

が
あ
る

(図

5

1
5
)。

こ
れ
は
城
壁
か
ら
発
見

さ
れ
た
瓦
で
あ
り

、

い
ま

の
と

こ
ろ
城
壁

に
直

接

関
わ
る
瓦
と
し

て
は
唯

一
の
資
料

で
あ

る
。
出
土
状
況

は
、
報
告

に

よ
る
と
、
城
壁
断
面
と

の
対
応

で
言
え
ば

、
」
上
層
城
壁
」
す
な
わ
ち
、

「
土
城

(赤
土
)
」
よ
り
上
層

の
3
層
の
う
ち

の

い
ず

れ
か
の
層
か
ら

で

あ

ろ
う

。

こ
の
瓦
は
、
報
告

で
は
、
四
世
紀
末
と
す

る
が
、
筆
者

の
瓦

編

年

で
は
第

2
期

、
五
世

紀
後

半

か
ら
六
世

紀
前
半

ご

ろ

の
瓦

で
あ

る
。
こ

の
瓦
か
ら
は
、
城
壁

の
初
築
年
代
が
第

2
期
以
前

で
あ
る

こ
と

が
推
測

で
き

る
に
と
ど
ま

る
。
な

お
、
土
城
内
か
ら
発
見
、
あ
る

い
は

収
集

さ
れ
た
瓦

(図
5

1
6
～

8
)
は
瓦
編
年

の
第
3
期
、
す
な
わ
ち

六
世
紀
後
半

以
降

の
瓦

で
あ

る
。

5
.

前
期

平

壌
城

王
宮

の
所
在

と
清

岩

里
土

城

の
年
代
-

以
上
の
よ
う
な
考
古
学
的
資
料
を
ふ
ま
え

て
、
王
宮

の
所
在
地
、
お

よ
び
清
岩
里
土
城

の
変
遷
、
の
二
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

王
宮
の
所
在
地

王
宮
の
位
置
の
推
定
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
、
か
つ
て
、
土
城
内
の

ほ
ぼ
中
央
部
を
占
め
る
B
と
C
の
間
の
空
間
を
、
王
宮

の
候
補
地
と
し

て
推
定

し
た
(註
20
)。

B
と

C

の
間
に
は
、
瓦
散
布

地
が
存
在
し
な

い
。
こ
の
空
間
に
王
宮
を
想
定
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
建
築
は
瓦
葺
き

以
外

の
構
造
と
み
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
上
述
の
よ
う
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に
、
B

の
瓦
が
明
ら
か

に
な
り

、
高

麗
時
代

の
建
築

に
と
も
な
う

こ
と

が
判
明
し
た
現
在
、

こ
の
筆
者

の
王
宮

の
位
置

の
推
定
は

そ

の
可
能
性

を
増

し
た
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
先

に
は
記
述
を
省
略
し
た
瓦
散
布

地

A
お
よ
び
D

に

つ
い
て
触
れ
、

こ

の
問
題
を
さ
ら

に
深
め
た

い
。

ま
ず

、
も

っ
と
も
西

の
A
は

、

そ

の
分
布

状
態
か
ら

み
て
西

門
玩

の

瓦

で
あ

る
こ
と
ほ
ぼ
間
違

い
な

い
で
あ
ろ
う

。
ま
た
も

っ
と
も
東

の
D

は

、
東

か
ら
西

に
鋭
角
を
な
し

て
屈
曲
す

る
城
壁

の
内
側

に
接

し
て
分

布
す

る
。
こ

の
よ
う
な
狭

い
場
所

に
王
宮

を
想
定
す
る

の
は

ほ
と

ん
ど

無
理

で
あ

ろ
う

。
し
た
が

っ
て
、

城
内

の
瓦
散

布
地
域

4
か
所

は
、
以

上

の
検
討

に
よ
り
、

い
ず
れ
も
王

宮

の
候

補
地
か
ら
外
れ

る
こ
と

に
な

る
。

こ

の
こ
と

は
王
宮

の
姿
を
考

え

る
際

に
重

要

で
あ
る
。

王
宮
を

こ

の
場
所

に
推
定
す

る
な

ら
ば

、
そ

こ
に
は
瓦

の
分
布

が
知

ら

れ
て

い
な

い
場
所

で
あ
る

の
で
、

王
宮
建
築

は
瓦
葺
き

で
は
な

か

っ

た

こ
と

に
な
ろ
う

。

こ
の
こ
と
は

、
高
句

麗
王
宮

の
景
観
を
考
え

る
際

に
重
要
な

問
題
を
提
起
し
よ
う
。

清
岩
里
土
城

の
年

代

清
岩
里

土
城
築

造

の
年
代
を
考

え

る
際

、
と
り
わ
け
重
要
な
門

の
瓦

が
不
明

で
あ

る
こ
と
は
、
大
き
な

制
約

で
あ

る
。
た
だ
し
、
大
城
山
城

と

の
関
係

で
清
岩

里
土
城

の
年
代

の

一
端
を
推

測
で
き
る

こ
と

は
見
逃

せ

な

い
。

と

い
う

の

は
、

か

つ

て
関

野

貞

は
、

大

城

山

城

の
表

門

(註
21
)
で
は
南

門
)

と
清

岩

里
土

城

の
表

門

(
図

2

の
東

門
趾

)

と

の

有
機
的
な
関
係
を
指
摘
し
た
(註
嬰
。
逃
げ
城
と
し
て
の
大
城
山
城
と

平
地
の
王
宮
と
し
て
の
清
岩
里
土
城
を
セ
ッ
ト
と
し
て
、
中
期

の
都
城

で
あ
る
集
安
の
山
城
子
山
城
と
通
溝
城
と
の
関
係
と
も
合
致
す
る
と
み

た
の
は
鉄
案
で
あ
る
。
こ
の
大
城
山
城
の
出
土
瓦
は
、
四
二
七
年

の
平

壌
遷
都
を
上
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

清
岩
里
土
城
に
か
か
わ
る
遺
構
に
と
も
な
う
高
句
麗
時
代
の
瓦
と
し

て
は
こ
れ
ま
で
清
岩
里
廃
寺

の
瓦
が
唯

一
の
資
料
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に

近
年
の
資
料
が
加
わ

っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
記
述
し
て
き
た
と
お
り
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
大
城
山
城
の
瓦
は
、
瓦
編
年
の
第
1
期
、
す
な
わ

ち
五
世
紀
前
半
に
あ
た
り
、
清
岩
里
廃
寺
の
瓦
は
第
2
期
か
ら
は
じ
ま

る
。
特
に
城
壁
発
見

の
瓦
は
、
■
上
層
城
壁
」
か
ら
の
発
見
と
推
測
で

き
、
城
壁
の
修
築
時
に
混
入
し
た
瓦
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
瓦
は
,
第

2
期
に
属
す
る
。

し
た
が

っ
て
、
確
実
に
清
岩
里
土
城
と
の
関
連
で
出
土
し
て
い
る
瓦

は
、
第
2
期
に
始
ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
清
岩
里
土

城
の
城
壁
修
築
お
よ
び
廃
寺

の
年
代
の

一
点
が
瓦
編
年
第
2
期
に
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
過
去
の
清
岩
里
の
採
集
瓦
の

な
か
に
は
、
第
-
期
に
あ
が
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、
清
岩
里
土
城
の
初

築
が
大
城
山
城
の
築
造
年
代
に
ま
で
上
が
る
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
と

い
え
よ
う
。
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6
.

お

わ

り

に

以
上

の
よ
う
に
、
解
放
後
の
調
査
成
果
は
、
清
岩
里
土
城
の
性
格

の

解
明
に
貴
重
な
資
料
を
付
け
加
え
た
。

前
期
平
壌
城

の
王
宮
の
所
在
地
を
清
岩
里
土
城
内

に
推
定
す
る
考
え

の
当
否
は
、
将
来

の
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
検
証
さ
れ
よ
う
が
、
現
時
点

で
、
知
り
う
る
資
料

で
考
察
を
重
ね
て
お
く
こ
と
も
意
義
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
建
築
が
瓦
葺
き
で
あ
る
か
否
か
は
、
王
宮

の
景
観
を
復
元
す

る
う
え
で
も
大
き
な
問
題
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
同
じ
土
城
内
に
王
宮

と
寺
院
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
前
期
平
壌
城

の
様
相

の
も

つ
意
義
な

ど
都
城
の
様
相
に
関
し
て
論
ず
べ
き
多
く
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
今
後
に
期
し
た
い
。

(追
記
)

本
稿
は

、
二
〇

一
一
年
四
月

一
七

日
、

N
P
O
法

人
国
際
文
化
財
研

究

セ
ン
タ
ー
主
催

の
第

12
回
な

み
は

や
歴
史
講
座

(於

"
大
阪
韓
国
文

化
院
)

で
の
発
表

「
清
岩
里
土
城

を
考
え

る
」

お
よ
び
同
年

一
〇
月

二

日
、
第

6
2
回

朝
鮮

学
会

大
会

(於

"
天

理
大

学
)

で

の
発
表

■
平

壌

・
清
岩

里
土

城

の
発
掘
調
査
を

め
ぐ

っ
て
」
を
も
と

に
ま
と
め
た
も

の
で
あ

る
。

こ

の
二

つ
の
会

に
お

い
て
有
益
な
御
教

示
を

い
た
だ

い
た

永
島
暉
臣
慎

、
松

井
忠
春
、
藤
田

憲
司
、
東
潮

、
田
中
俊
明
、
濱
田
耕

策

の
各
氏

に
感
謝
す

る
。

【註
】

1

田
中
俊
明

「後
期

の
王
都
」
『高
句
麗
の
歴
史
と
遺
跡
』

(森
浩

一
監
修
、

東
潮

・
田
中
俊
明
編
著
)、
中
央
公
論
社
、

一
九
九
五
年
、
1
9
5
頁
。

2

田
中
俊
明

「高
句
麗
の
平
壌
遷
都
」
『朝
鮮
学
報
』
第
1
9
0
輯
、
朝
鮮

学
会
、
二
〇
〇
四
年
、
21
～
60
頁
。
こ
の
論
文
は
、
文
献
史
料
の
検
討
の

み
な
ら
ず
、
現
地
の
遺
跡
を
ふ
く
め
て
考
察
し
て
お
り
、
前
期
平
壌
城
に

関
す
る
研
究
の
到
達
点
を
示
す
。

3

朝
鮮
総
督
府
時
代
は
平
安
南
道
大
同
郡
林
原
面
清
岩
里
、
現
在
は
平
壌
特

別
市
大
城
区
域
清
岩
洞
で
あ
る
。

4

朝
鮮
総
督
府

『朝
鮮
古
蹟
圖
譜
解
説

二
』
朝
鮮
総
督
府
、

一
九

一
五

年
、
2
頁

5

関
野
貞

「高
句
麗
の
平
壌
城
及
び
長
安
城
に
就

い
て
」

『史
学
雑
誌
』
39

1
1
、
一
九
二
八
年
、
1
～
30
頁

こ
の
論
文
が
関
野
貞
の
平
壌
に
お
け
る
高
句
麗
都
城
に
関
す
る
最
新
か
つ

最
後

の
ま
と
ま

っ
た
記
述
で
あ
る
。

6

小
泉
顕
夫

「平
壌
清
岩
里
廃
寺
趾
の
調
査

(概
報
)
」
『昭
和
十
三
年
度
古

蹟
調
査
報
告
」
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
、

一
九
四
〇
年
、
5
～
19
頁
、
圖
版
第

一
～

一
五
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
こ
の
遺
跡
を
三
国
史
記
高
句
麗
本
紀
文

盗
王
七
年

(4
9
8
)
条
の
記
事

「秋
七
月
創
金
剛
寺
」
に
み
え
る
金
剛

寺
に
比
定
す
る

(同
書
19
頁
)
。

7

察
煕
國

「平
壌
附
近
に
あ
る
高
句
麗
時
期
の
遺
蹟
-
高
句
麗
平
壌
遷
都
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一
五

三

〇
周

年

に

際

し

て
ー

」

『文

化

遺

産
』

一
九

五

七

-
五

、
一
九

五

七

年

、

5

～

19
頁

察

煕

國

『
大

城

山

一
帯

の
高

句

麗

遺

蹟

に

関

す

る

研

究

』

(
遺

蹟

発

掘

報

告

第

9

輯

)
、

社

会

科

學

出

版

社

、

一
九

六

四

年

、

お

よ

び

金

日
成

総

合

大

學

考

古

學

・
民
俗

學

講

座

『
大

城

山

の
高

句

麗

遺

蹟

』

金

日

成

総

合

大

學

出

版

社

、

一
九

七

三

年

韓

国

と

中

国

の
代

表

的

な

著

述

を

あ

げ

る
。

韓

国

で

は

、
韓

國

考

古

學

会

『
韓

國

考

古

學

講

義

』

韓

國

考

古

學

会

、

二

〇

〇

六

年

初

版

、

二

〇

一
〇

年

改

訂

版

。

中

国

で

は

、

魏

存

成

『高

句

麗

考

古

』

吉

林

大

学

出

版

社

、

一
九

九

五
年

、

同

『高

句

麗

遺

跡

』

文

物

出

版

社

、

二

〇

〇

二
年

、

李

殿

福

「
高

句

麗

的

考

古

学

」
、

東

北

考

古

研

究

(
二

)
』
、

中

州

古

籍

出

版

社

、

21
～

30

頁

。

日
本

の
著

述

に

関

し

て

は

千

田

剛

道

、

二

〇

一

一
年

、

「
高

句

麗

都

城

研

究

と

平

壌

安

鶴

宮

遺

跡

」
、

『近

畿

大

学

文

芸

学

部

論

集

「
文

学

・
芸

術

・
文

化

」
』

第

2

2
巻

第

2

号

、

78

・
79
頁

参

照

。

フ

ァ

ン

・
ウ

ク

「
平

壌

《
清

岩

里

土

城

》

附

近

で
獲

見

さ

れ

た
高

句

麗

金

銅

遺

物

」
、

『文

化

遺

産

』

一
九

五

八

-

五
、
一
九

五

八

年

、

63
～

66
頁

、

a

ナ

ム

・
イ

ル

リ

ョ

ン
、

キ

ム

・
ギ

ョ
ン

チ

ャ

ン

「
清

岩

洞

土

城

に

つ

い

て

(
1

)
」

『
朝

鮮

考

古

研

究

』

一
九

九

八

-
二

、
一
九

九

八
年

、

13

～

15
頁

b

ナ

ム

・
イ

ル

リ

ョ

ン
、

キ

ム

・
ギ

ョ
ン

チ

ャ

ン

「
清

岩

洞

土

城

に

つ

い

て

(
2

)
」

『
朝

鮮

考

古

研

究

』

二

〇

〇

〇

1

一
、
二

〇

〇

〇
年

、

12

12161514131718

～
15
頁

c

リ

・
グ
ワ
ン
ヒ

「清
岩
洞
土
城
か
ら
新
た
に
襲
見
さ
れ
た
軒
丸
瓦
の

年
代
」
、
『朝
鮮
考
古
研
究
』

二
〇
〇
四
-

一
、
二
〇
〇
四
年
、
16
～
19

頁
、

d

チ

ェ

・
ス
ン
テ
ク

「清
岩
洞
土
城
」、
社
会
科
學
院
考
考
古
學
研
究

所

「朝
鮮
考
古
学
學
全
書
27

高
句
麗
の
城
郭
』
(中
世
編
4
)、
㈱
ジ
ン

イ
ン
ジ
ン
、
二
〇
〇
九
年
、
69
～
73
頁

朝
鮮
総
督
府

『高
句
麗
時
代
之
遺
蹟

圖
版
上
冊
』

(古
蹟
調
査
特
別
報

告
第
七
冊
)、
朝
鮮
総
督
府
、

一
九
二
九
年

前
掲
註
6

前
掲
註
12

前
掲
註
10

前
掲
註
11

1
、2
、
3
は
、
安
鶴
宮
遺
跡
出
土
瓦

の
報
告

(註
8
前
掲

『大
城
山
の
高

句
麗
遺
蹟
』
)
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
⑩

(
同
書

2
3
0
頁
)
、
⑧

(
同
書

2
2
9
頁
)
、
④

(同
書
2
2
8
頁
)
と
同

一
の
形
式
ま
た
は
近
似
す
る

類
例
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
安
鶴
宮
遺
跡

の
瓦
が
高
麗
時
代
の
も

の

で
あ
る
こ
と
は
、
千
田
剛
道

「高
句
麗
都
城
研
究
と
平
壌
安
鶴
宮
遺
跡
」

(註
9
前
掲
)
参
照
。

千
田
剛
道

「
高
句
麗
瓦
研
究
の
二
、
三
の
問
題
-
清
岩
里
土
城
の
瓦
と
平

壌
地
域
の
瓦
編
年
1
」
『第
32
回

東

ア
ジ
ア
古
代
史

・
考
古
学
研
究
会
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交
流
会

地
域
発
表
及
び
初
期

須
恵
器
窯
の
諸
様
相
t
予
稿
集

1
』

(註

18
)
、
大
阪
朝
鮮
考
古
学
研
究
会

、
二
〇

一
〇
年
、
13
～
19
頁

前
掲
註
6
に
同
じ

千
田
剛
道

「高
句
麗

・
百
済
都
城
に
お
け
る
瓦
の
使
用
」
『文
化
財
論
叢

皿
』
(奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
50
周
年
記
念
論
文
集
)
、
奈
良
文

化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
、
4
0
9
～
4
1
4
頁

西
南

の
谷
に
開
く
門
を
さ
す
。
報
告
書

『大
城
山

の
高
句
麗
遺
蹟
』
(前

掲
註
8
)
で
は

「南
門
」
(同
書

30
～
35
頁
)。

前
掲
註
5

図
版
出
典

図
1

朝
鮮
遺
跡
遺
物
図
鑑
編
纂
委
員
会

『朝
鮮
遺
跡
遺
物
図
鑑
』
第
3
巻
、

一
九
九
〇
年
、
図
版
22
お
よ
び
同
第
4
巻
、

一
九
九
〇
年
、
図
版
3
1
6

を
参
考
に
作
成
し
た
。

図
2

『昭
和
十
三
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』

(註
6
)
、
圖
版
第
二
に
瓦
散
布
地

を
示
す
A
～
D
を
付
し
た
円
4
箇
所
を
加
筆
し
、
礎
石
の
所
在
地
を
示
す

黒
丸
を
拡
大
し
た
。

図
3

『高
句
麗

の
城
郭
』

(註
11
d
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